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出
マ
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フ
ェ
ス
ト
で
廃
止
を
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げ
た
障
が
い
者
自
立
支
援
法
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答

弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
廃
止
を
掲
げ
た
障
が
い
者
自
立
支
援
法
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答

弁
書

一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
関
連
法
案
を
今
国
会
に
提
出
す
る
た
め
の
検
討
を
踏
ま
え
て
結
論
を
得
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
現
時
点
で
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
「
障
害
者
自
立

支
援
法
違
憲
訴
訟
原
告
団
・
弁
護
団
と
国
（
厚
生
労
働
省
）
と
の
基
本
合
意
文
書
」
（
平
成
二
十
二
年
一
月
七
日
公
表
）
等

を
踏
ま
え
対
応
し
て
い
き
た
い
。

な
お
、
障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
（
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
利
用
者
数
の
増
加
に
伴
い
、

介
護
給
付
費
、
訓
練
等
給
付
費
等
に
係
る
予
算
額
に
つ
い
て
は
、
法
の
施
行
後
、
毎
年
増
加
し
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
体
制
の
整
備
も
進
ん
で
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
法
の
問
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
の
う
ち
、
支
給
決
定

障
害
者
等
（
法
第
五
条
第
十
八
項
第
二
号
に
規
定
す
る
支
給
決
定
障
害
者
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
法
第
二
十
九
条
第

一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
当
該
支
給
決
定
障
害
者
等
の
家
計
の

一



負
担
能
力
に
応
じ
た
も
の
と
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
こ
と
と
す
る
な
ど
、
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
本
部
等
に
お
け
る
検

討
を
踏
ま
え
て
障
害
保
健
福
祉
施
策
を
見
直
す
ま
で
の
間
に
お
い
て
障
害
者
等
の
地
域
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
七
十
一
号
）
に
よ
り
、
所
要
の
改
正
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二


